
止水板の保管・メンテナンスの補足説明資料
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変形が戻らない止水ゴムを使
うと隙間から漏水します

止水板の保管時に、止水ゴムが変形した例

止水板の保管時は止水ゴムをつぶさないようにしてください 
止水ゴムが変形して漏水しやすくなります　ゴムが傷んだ場合は交換してください
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止水板の保管事例

台車 ボックス

壁掛け スタンド 立てかけ

（止水ゴムが接触して変形しないようにして保管します）

平積み

クッションゴム付きパネルの場合
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汚水による腐食が進行するおそれがあります

内部もよく洗ってください

使用後は止水板を水でよく洗い流して乾燥させてください
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止水ゴムは劣化した場合は張り替えてください

変形 ちぎれはがれ

＜止水ゴムの交換が必要な例＞

止水ゴムの一例

（元に戻らない場合）

（EPDM発泡ゴム）

・止水ゴムは使用状況、保管状況、により経年劣化します 
・止水ゴムの交換目安は５年程度ですが、劣化している場合は交換してください 
・止水ゴムの交換は、市販のEPDM発泡ゴムを用いて交換してください 
・止水ゴムの交換について、不明点などがあれば、ご連絡ください

お問い合わせ先　sales_mizuyojin@ml.uacj.co.jp
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＜止水ゴムを一部だけ交換する例＞

①部分的に止水ゴムが痛んでいる例 ②痛んでいる部分を除去します ③少し大きめの新しい止水ゴムを用意します

④新しいゴムを貼り付けます ⑤飛び出ている部分をカットします ⑥補修完了

斜めにカット
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シーリング材は劣化している場合は、打ち直しをしてください
最寄りの専門業者（外壁塗装、防水工事業者）にご相談ください

正常な状態 劣化した状態の例

お問い合わせ先　sales_mizuyojin@ml.uacj.co.jp不明点があればご連絡ください
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